
様式第６号（第２０条関係） 

番     号 

  令和 3年 6月 2日 

 

 

 佐賀県知事        様 

 

 

住  所    佐賀市嘉瀬町大字中原2516番地 1 

団 体 名    特定非営利活動法人たすけあい佐賀 

代表者職・氏名   代表 吉村 香代子      

                  

 

 

佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による 

寄附金活用実績報告書 

 

 

 令和 2 年 5 月 5 日付け県協第 268 号により寄附金交付決定通知のあった佐賀県ふるさと寄附金

「ＮＰＯ等を指定した支援」を活用して下記のとおり事業を実施したので、佐賀県ふるさと寄附金

（「県民協働の地域づくり」及び「ＮＰＯ等を指定した支援」）による寄附金交付要綱の規定により、

関係書類を添えて報告します。 

 

記 

 

１ 活用実績報告書（様式第６号 別紙１） 

２ 収支決算書（様式第６号 別紙２） 

 

 

  



（様式第６号 別紙１） 

    令和２年度寄附金活用実績報告書 

 

事  業  名 よってこランド(子ども食堂)の運営 

寄 附 受 入 額     金 ７４，５００ 円 

事業内容（いつ、どこで、誰が、何を、どのように実施したのかについて記載）  

 

よってこランド(子ども食堂)の運営 

 

■期間 

 令和2年6月～令和3年 3月 毎月1回(中～下旬) 15時 30分～17時 30分 計 8回開催 

  ※8月・1月は、コロナ禍の為中止 

 

■場所 

 佐賀市嘉瀬町大字中原2516番地1 地域共生ステーションたすけあい佐賀かせ内caféミモザ

 

■主催等 

 特定非営利活動法人たすけあい佐賀で企画・運営(外部ボランティアの協力を頂く) 

 

■対象 

 地域の子どもを中心に、子どもの保護者、地域のご老人を対象  

 

■活動実績 

 音楽療法士による音楽や、体操・バルーン遊び等のレクレーションの実施と、その後簡単な食事

 やデザートの提供を行い、子ども(保護者含む)・ご老人の楽しみや憩いの場の提供を行った 

  

 事業実施の成果・効果（見込み）  

※提出期限までに成果・効果を示すことが困難な場合は、成果・効果の見込みを記入してください。 

 

年間８回の開催で、延べ４１７名の参加者(地域の子ども達・保護者・地域のご老人・当施設利用者他)に利用頂く事が

でき、世代を超えて、笑って遊んで食事も共にすることにより、参加者皆さんの憩い・楽しみの場となれたと考える。

 イベントの中では、星生学園生徒によりハンドベル演奏や、３人のサンタさんによるミニコンサート、手作り窯焼きピ

ザ作りなどの企画も行い、参加者に好評を頂いた。 

 地域の子ども達の参加も増えて、保護者の方の参加も少しずつ増えて来ている。まだまだ不十分ではあるが、地域コミ

ュニティ作りに多少なりとも貢献出来たと思われる。 

 



（様式第６号 別紙２） 

 

収 支 決 算 書 

事業名 よってこランド(子ども食堂)の運営 

区  分 決算額（円） 備  考 

収 
 

入 

佐賀県ふるさと寄附金 74,500 第一回交付: 74,500円 

   

   

   

参加費 24,200  

個人寄附 3,441  

収入 計 102,141  

支 
 

出 

謝金 42,000 @3,000 円×14名 

旅費   

印刷製本費   

消耗品費   

使用料・賃借料   

食材費への充当 50,039  

返礼品等の調達に係る費用 8,102  

返礼品等の送付に係る費用 2,000  

   

   

支出 計 102,141  

○支出区分は、謝金、旅費、印刷製本費、消耗品費、使用料等に分けて記載してください。 

経理上の区分名で記載して構いません。 

○領収書等は事業終了後５年間保存してください。 


